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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　グローブボックスの外壁を構成するグローブパネルの取付開口に取り付けられたグロー

ブポートの交換方法であって、

　内部空間を外部に露出させる主開口で前記グローブポートを覆うように、前記グローブ

パネルの外面に第１外側ボックスを取り付け、前記グローブパネルの内面に第１内側ボッ

クスを取り付ける第１取付工程と、

　前記第１外側ボックスの側面から内部空間に向けて延びる作業用グローブを用いて、前

記グローブポートを構成する複数の部品それぞれを、前記グローブパネルから前記第１外

側ボックス側又は前記第１内側ボックス側に取り外すポート取外工程と、

　前記第１外側ボックスに収納されている閉止板を前記グローブパネルに取り付けて、前

記取付開口を閉止する閉止工程と、

　前記第１外側ボックス及び前記第１内側ボックスを前記グローブパネルから取り外す第

１取外工程と、

　内部空間を外部に露出させる主開口で前記取付開口を覆うように、前記グローブパネル

の外面に第２外側ボックスを取り付け、前記グローブパネルの内面に第２内側ボックスを

取り付ける第２取付工程と、

　前記閉止板を前記グローブパネルから前記第２外側ボックス側に取り外すことによって

、前記取付開口を開放する開放工程と、

　前記第２外側ボックスの側面から内部空間に向けて延びる作業用グローブを用いて、前
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記 第 ２ 外 側 ボ ッ ク ス 及 び 前 記 第 ２ 内 側 ボ ッ ク ス に 収 納 さ れ て い る 部 品 を 前 記 取 付 開 口 に 取

り 付 け る こ と に よ っ て 、 新 た な 前 記 グ ロ ー ブ ポ ー ト を 構 成 す る ポ ー ト 取 付 工 程 と 、

　 前 記 第 ２ 外 側 ボ ッ ク ス 及 び 前 記 第 ２ 内 側 ボ ッ ク ス を 前 記 グ ロ ー ブ パ ネ ル か ら 取 り 外 す 第

２ 取 外 工 程 と を 含 む グ ロ ー ブ ポ ー ト の 交 換 方 法 。

【 請 求 項 ２ 】

　 請 求 項 １ に 記 載 の グ ロ ー ブ ポ ー ト の 交 換 方 法 に お い て 、

　 前 記 第 １ 外 側 ボ ッ ク ス は 、 内 部 空 間 に 外 気 を 供 給 す る 給 気 口 と 、 内 部 空 間 か ら 空 気 を 排

出 す る 外 側 排 気 口 と 、 前 記 外 側 排 気 口 を 開 閉 す る 排 気 バ ル ブ と を 備 え 、

　 前 記 第 １ 内 側 ボ ッ ク ス は 、 内 部 空 間 か ら 空 気 を 排 出 す る 内 側 排 気 口 を 備 え 、

　 前 記 第 １ 取 付 工 程 に お い て 、 前 記 排 気 バ ル ブ を 開 い た 状 態 で 前 記 第 １ 外 側 ボ ッ ク ス を 前

記 グ ロ ー ブ パ ネ ル の 外 面 に 取 り 付 け 、

　 前 記 ポ ー ト 取 外 工 程 に お い て 、 前 記 グ ロ ー ブ パ ネ ル か ら 前 記 グ ロ ー ブ ポ ー ト を 取 り 外 す

前 に 、 前 記 排 気 バ ル ブ を 閉 じ 、

　 前 記 閉 止 工 程 に お い て 、 前 記 グ ロ ー ブ パ ネ ル に 前 記 閉 止 板 を 取 り 付 け た 後 に 、 前 記 排 気

バ ル ブ を 開 く こ と を 特 徴 と す る グ ロ ー ブ ポ ー ト の 交 換 方 法 。

【 請 求 項 ３ 】

　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の グ ロ ー ブ ポ ー ト の 交 換 方 法 に お い て 、

　 前 記 第 ２ 外 側 ボ ッ ク ス は 、 内 部 空 間 に 外 気 を 供 給 す る 給 気 口 と 、 内 部 空 間 か ら 空 気 を 排

出 す る 外 側 排 気 口 と 、 前 記 外 側 排 気 口 を 開 閉 す る 排 気 バ ル ブ と を 備 え 、

　 前 記 第 ２ 内 側 ボ ッ ク ス は 、 内 部 空 間 か ら 空 気 を 排 出 す る 内 側 排 気 口 を 備 え 、

　 前 記 第 ２ 取 付 工 程 に お い て 、 前 記 排 気 バ ル ブ を 開 い た 状 態 で 前 記 第 ２ 外 側 ボ ッ ク ス を 前

記 グ ロ ー ブ パ ネ ル の 外 面 に 取 り 付 け 、

　 前 記 開 放 工 程 に お い て 、 前 記 グ ロ ー ブ パ ネ ル か ら 前 記 閉 止 板 を 取 り 外 す 前 に 、 前 記 排 気

バ ル ブ を 閉 じ 、

　 前 記 ポ ー ト 取 付 工 程 に お い て 、 新 た な 前 記 グ ロ ー ブ ポ ー ト を 前 記 グ ロ ー ブ パ ネ ル に 取 り

付 け た 後 に 、 前 記 排 気 バ ル ブ を 開 く こ と を 特 徴 と す る グ ロ ー ブ ポ ー ト の 交 換 方 法 。

【 請 求 項 ４ 】

　 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の グ ロ ー ブ ポ ー ト の 交 換 方 法 に お い て 、

　 前 記 第 １ 取 外 工 程 の 前 に 、 前 記 第 １ 外 側 ボ ッ ク ス の 内 部 空 間 が 汚 染 さ れ て い る か 否 か を

検 査 す る 第 １ 検 査 工 程 と 、

　 前 記 第 ２ 取 外 工 程 の 前 に 、 前 記 第 ２ 外 側 ボ ッ ク ス の 内 部 空 間 が 汚 染 さ れ て い る か 否 か を

検 査 す る 第 ２ 検 査 工 程 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る グ ロ ー ブ ポ ー ト の 交 換 方 法 。

【 請 求 項 ５ 】

　 請 求 項 ４ に 記 載 の グ ロ ー ブ ポ ー ト の 交 換 方 法 に お い て 、

　 前 記 第 １ 外 側 ボ ッ ク ス 及 び 前 記 第 ２ 外 側 ボ ッ ク ス は 、 外 壁 か ら 外 方 に 突 出 し 且 つ 内 部 空

間 に 連 通 し た 取 出 袋 を 有 し 、

　 前 記 第 １ 検 査 工 程 及 び 前 記 第 ２ 検 査 工 程 そ れ ぞ れ に お い て 、

　 前 記 作 業 用 グ ロ ー ブ を 用 い て シ ー ト で 内 壁 を 払 拭 し 、

　 内 壁 を 払 拭 し た シ ー ト を 前 記 取 出 袋 に 収 容 し 、

　 前 記 シ ー ト の 位 置 よ り 内 部 空 間 に 近 い 側 で 前 記 取 出 袋 を 閉 塞 し 、

　 前 記 取 出 袋 の 閉 塞 位 置 よ り 前 記 シ ー ト 側 を 切 り 離 す こ と を 特 徴 と す る グ ロ ー ブ ポ ー ト の

交 換 方 法 。

【 請 求 項 ６ 】

　 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の グ ロ ー ブ ポ ー ト の 交 換 方 法 に お い て 、

　 前 記 グ ロ ー ブ ポ ー ト は 、

　 前 記 取 付 開 口 の 外 縁 を 封 止 す る リ ン グ 形 状 の ガ ス ケ ッ ト と 、

　 前 記 取 付 開 口 に 挿 入 さ れ る 筒 体 、 前 記 筒 体 の 端 部 か ら 径 方 向 外 側 に 突 出 し 且 つ 周 方 向 に

連 続 し て 、 前 記 グ ロ ー ブ パ ネ ル の 内 面 に 当 接 す る フ ラ ン ジ 部 、 及 び 前 記 筒 体 の 内 面 に 固 定

さ れ て 前 記 グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス の 内 部 空 間 に 向 け て 延 び る グ ロ ー ブ を 有 す る 本 体 部 と 、

　 前 記 フ ラ ン ジ 部 の 周 方 向 の 一 部 に 対 面 す る 位 置 で 前 記 グ ロ ー ブ パ ネ ル の 外 面 に 当 接 し て
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、 ボ ル ト に よ っ て 前 記 フ ラ ン ジ 部 に 締 結 さ れ る 第 １ 押 え 部 と 、

　 前 記 フ ラ ン ジ 部 の 周 方 向 の 他 の 一 部 に 対 面 す る 位 置 で 前 記 グ ロ ー ブ パ ネ ル の 外 面 に 当 接

し て 、 ボ ル ト に よ っ て 前 記 フ ラ ン ジ 部 に 締 結 さ れ る 第 ２ 押 え 部 と で 構 成 さ れ 、

　 前 記 第 １ 外 側 ボ ッ ク ス 及 び 前 記 第 ２ 外 側 ボ ッ ク ス は 、 そ れ ぞ れ が ３ つ の 作 業 用 グ ロ ー ブ

を 備 え 、

　 前 記 ポ ー ト 取 外 工 程 に お い て 、 第 １ の 前 記 作 業 用 グ ロ ー ブ を 用 い て 前 記 第 １ 押 え 部 を 保

持 し 、 第 ２ の 前 記 作 業 用 グ ロ ー ブ を 用 い て 前 記 第 ２ 押 え 部 を 保 持 し 、 第 ３ の 前 記 作 業 用 グ

ロ ー ブ を 用 い て 前 記 ボ ル ト を 取 り 外 し 、

　 前 記 ポ ー ト 取 付 工 程 に お い て 、 第 １ の 前 記 作 業 用 グ ロ ー ブ を 用 い て 前 記 第 １ 押 え 部 を 保

持 し 、 第 ２ の 前 記 作 業 用 グ ロ ー ブ を 用 い て 前 記 第 ２ 押 え 部 を 保 持 し 、 第 ３ の 前 記 作 業 用 グ

ロ ー ブ を 用 い て 前 記 ボ ル ト を 取 り 付 け る こ と を 特 徴 と す る グ ロ ー ブ ポ ー ト の 交 換 方 法 。

【 請 求 項 ７ 】

　 グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス の 外 壁 を 構 成 す る グ ロ ー ブ パ ネ ル の 取 付 開 口 に 取 り 付 け ら れ た グ ロ ー

ブ ポ ー ト を 交 換 す る た め の グ ロ ー ブ ポ ー ト 交 換 治 具 で あ っ て 、

　 内 部 空 間 を 外 部 に 露 出 さ せ る 主 開 口 で 前 記 グ ロ ー ブ ポ ー ト を 覆 う よ う に 、 前 記 グ ロ ー ブ

パ ネ ル の 外 面 に 取 り 付 け ら れ る 箱 型 の 第 １ 外 側 ボ ッ ク ス 及 び 第 ２ 外 側 ボ ッ ク ス と 、

　 内 部 空 間 を 外 部 に 露 出 さ せ る 主 開 口 で 前 記 グ ロ ー ブ ポ ー ト を 覆 う よ う に 、 前 記 グ ロ ー ブ

パ ネ ル の 内 面 に 取 り 付 け ら れ る 箱 型 の 第 １ 内 側 ボ ッ ク ス 及 び 第 ２ 内 側 ボ ッ ク ス と を 備 え 、

　 前 記 第 １ 外 側 ボ ッ ク ス 及 び 前 記 第 ２ 外 側 ボ ッ ク ス は 、

　 　 側 面 か ら 内 部 空 間 に 向 け て 延 び る ３ つ の 作 業 用 グ ロ ー ブ と 、

　 　 内 部 空 間 に 外 気 を 供 給 す る 給 気 口 と 、

　 　 内 部 空 間 か ら 空 気 を 排 出 す る 外 側 排 気 口 と 、

　 　 前 記 外 側 排 気 口 を 開 閉 す る 排 気 バ ル ブ と 、

　 　 下 面 か ら 外 方 に 突 出 し 且 つ 内 部 空 間 に 連 通 し た 取 出 袋 と を 備 え 、

　 前 記 第 １ 内 側 ボ ッ ク ス 及 び 前 記 第 ２ 内 側 ボ ッ ク ス は 、 内 部 空 間 か ら 空 気 を 排 出 す る 内 側

排 気 口 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る グ ロ ー ブ ポ ー ト 交 換 治 具 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス が 備 え る グ ロ ー ブ ポ ー ト の 交 換 方 法 及 び グ ロ ー ブ ポ ー ト 交

換 治 具 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 プ ル ト ニ ウ ム （ Ｐ ｕ ） 等 の 核 燃 料 物 質 を 取 扱 い に は 、 内 部 被 ば く を 防 止 す る 為 の 閉 じ 込

め 機 能 を 有 す る グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス （ Ｇ Ｂ ） が 用 い ら れ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 、 ２ 参 照 ）

。 グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス 側 面 の グ ロ ー ブ パ ネ ル に は 、 グ ロ ー ブ を 接 合 す る た め の グ ロ ー ブ ポ ー

ト が 取 り 付 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 グ ロ ー ブ ポ ー ト の グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス 内 側 設 置 部 分 は 核 燃 料 物 質 と の 接 触 に よ り 汚 染 し て

い る の で 、 グ ロ ー ブ ポ ー ト を 取 外 し た 際 に は 内 部 の 放 射 性 物 質 が 拡 散 す る 。 そ の た め 、 グ

ロ ー ブ ポ ー ト を 交 換 す る 場 合 は 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 グ ロ ー ブ ポ ー ト が

取 り 付 け ら れ て い る グ ロ ー ブ パ ネ ル 全 体 を 交 換 す る の が 一 般 的 で あ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ １ － １ ４ ９ ７ ０ ５ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ８ － ６ ２ ３ ９ ０ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

10

20

30

40



(4) JP  7257686  B2  2023.4.14

　 し か し な が ら 、 グ ロ ー ブ パ ネ ル を 交 換 す る 方 法 で は 、 閉 じ 込 め 機 能 の 維 持 ・ 確 保 を 目 的

と し た 法 令 上 の 技 術 審 査 (申 請 か ら 認 可 ま で 約 １ 年 )を 要 す る と 共 に 、 交 換 作 業 に は 高 額 な

費 用 と 、 多 量 の 放 射 性 廃 棄 物 が 発 生 す る と い う 課 題 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス 内

の 汚 染 物 質 の 漏 洩 を 防 止 し た う え で 、 短 時 間 且 つ 低 コ ス ト で グ ロ ー ブ ポ ー ト を 交 換 す る 方

法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 の 一 形 態 に 係 る グ ロ ー ブ ポ ー ト の 交 換 方 法 は 、 グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス の 外 壁 を 構 成 す

る グ ロ ー ブ パ ネ ル の 取 付 開 口 に 取 り 付 け ら れ た グ ロ ー ブ ポ ー ト の 交 換 方 法 で あ っ て 、 内 部

空 間 を 外 部 に 露 出 さ せ る 主 開 口 で 前 記 グ ロ ー ブ ポ ー ト を 覆 う よ う に 、 前 記 グ ロ ー ブ パ ネ ル

の 外 面 に 第 １ 外 側 ボ ッ ク ス を 取 り 付 け 、 前 記 グ ロ ー ブ パ ネ ル の 内 面 に 第 １ 内 側 ボ ッ ク ス を

取 り 付 け る 第 １ 取 付 工 程 と 、 前 記 第 １ 外 側 ボ ッ ク ス の 側 面 か ら 内 部 空 間 に 向 け て 延 び る 作

業 用 グ ロ ー ブ を 用 い て 、 前 記 グ ロ ー ブ ポ ー ト を 構 成 す る 複 数 の 部 品 そ れ ぞ れ を 、 前 記 グ ロ

ー ブ パ ネ ル か ら 前 記 第 １ 外 側 ボ ッ ク ス 側 又 は 前 記 第 １ 内 側 ボ ッ ク ス 側 に 取 り 外 す ポ ー ト 取

外 工 程 と 、 前 記 第 １ 外 側 ボ ッ ク ス に 収 納 さ れ て い る 閉 止 板 を 前 記 グ ロ ー ブ パ ネ ル に 取 り 付

け て 、 前 記 取 付 開 口 を 閉 止 す る 閉 止 工 程 と 、 前 記 第 １ 外 側 ボ ッ ク ス 及 び 前 記 第 １ 内 側 ボ ッ

ク ス を 前 記 グ ロ ー ブ パ ネ ル か ら 取 り 外 す 第 １ 取 外 工 程 と 、 内 部 空 間 を 外 部 に 露 出 さ せ る 主

開 口 で 前 記 取 付 開 口 を 覆 う よ う に 、 前 記 グ ロ ー ブ パ ネ ル の 外 面 に 第 ２ 外 側 ボ ッ ク ス を 取 り

付 け 、 前 記 グ ロ ー ブ パ ネ ル の 内 面 に 第 ２ 内 側 ボ ッ ク ス を 取 り 付 け る 第 ２ 取 付 工 程 と 、 前 記

閉 止 板 を 前 記 グ ロ ー ブ パ ネ ル か ら 前 記 第 ２ 外 側 ボ ッ ク ス 側 に 取 り 外 す こ と に よ っ て 、 前 記

取 付 開 口 を 開 放 す る 開 放 工 程 と 、 前 記 第 ２ 外 側 ボ ッ ク ス の 側 面 か ら 内 部 空 間 に 向 け て 延 び

る 作 業 用 グ ロ ー ブ を 用 い て 、 前 記 第 ２ 外 側 ボ ッ ク ス 及 び 前 記 第 ２ 内 側 ボ ッ ク ス に 収 納 さ れ

て い る 部 品 を 前 記 取 付 開 口 に 取 り 付 け る こ と に よ っ て 、 新 た な 前 記 グ ロ ー ブ ポ ー ト を 構 成

す る ポ ー ト 取 付 工 程 と 、 前 記 第 ２ 外 側 ボ ッ ク ス 及 び 前 記 第 ２ 内 側 ボ ッ ク ス を 前 記 グ ロ ー ブ

パ ネ ル か ら 取 り 外 す 第 ２ 取 外 工 程 と を 含 む 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス 内 の 汚 染 物 質 の 漏 洩 を 防 止 し た う え で 、 短 時 間 且 つ

低 コ ス ト で グ ロ ー ブ ポ ー ト を 交 換 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

【 図 １ 】 グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス の 概 略 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 グ ロ ー ブ ポ ー ト の 分 解 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 グ ロ ー ブ ポ ー ト の 組 立 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 本 実 施 形 態 に 係 る 外 側 ボ ッ ク ス の 概 略 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 本 実 施 形 態 に 係 る 内 側 ボ ッ ク ス の 概 略 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 グ ロ ー ブ ポ ー ト 交 換 処 理 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 図 ７ 】 ス テ ッ プ Ｓ １ １ の 状 態 を 示 す 概 略 斜 視 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス １ を 説 明 す る 。 な お 、 以 下 に 記 載 す る 本 発 明

の 実 施 形 態 は 、 本 発 明 を 具 体 化 す る 際 の 一 例 を 示 す も の で あ っ て 、 本 発 明 の 範 囲 を 実 施 形

態 の 記 載 の 範 囲 に 限 定 す る も の で は な い 。 従 っ て 、 本 発 明 は 、 実 施 形 態 に 種 々 の 変 更 を 加

え て 実 施 す る こ と が で き る 。 図 １ に お い て 、 グ ロ ー ブ パ ネ ル ６ が 設 け ら れ て い る 側 を 「 前

方 」 と 定 義 し 、 前 方 側 か ら グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス １ を 前 方 側 か ら 見 て 左 右 方 向 を 定 義 す る も の

と す る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 図 １ は 、 グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス １ の 概 略 図 で あ る 。 グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス １ は 、 汚 染 物 質 （ 例 え
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ば 、 放 射 性 物 質 、 化 学 物 質 、 細 菌 、 ウ ィ ル ス な ど ） を 外 部 に 漏 洩 さ せ る こ と な く 、 当 該 汚

染 物 質 に 対 す る 作 業 （ 例 え ば 、 検 査 、 実 験 な ど ） を 行 う た め の 装 置 で あ る 。 図 １ に 示 す よ

う に 、 グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス １ は 、 Ｇ Ｂ 本 体 ２ と 、 土 台 ３ と 、 吸 気 フ ィ ル タ ４ と 、 排 気 フ ィ ル

タ ５ と を 主 に 備 え る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 Ｇ Ｂ 本 体 ２ は 、 内 部 空 間 を 有 す る 箱 型 で あ る 。 本 実 施 形 態 に 係 る Ｇ Ｂ 本 体 ２ は 、 直 方 体

形 状 の 外 形 を 呈 す る 。 ま た 、 Ｇ Ｂ 本 体 ２ は 、 土 台 ３ に 支 持 さ れ て い る 。 さ ら に 、 Ｇ Ｂ 本 体

２ に は 、 吸 気 フ ィ ル タ ４ を 通 じ て 空 気 が 流 入 し 、 排 気 フ ィ ル タ ５ を 通 じ て 汚 染 物 質 が 除 去

さ れ た 空 気 が 流 出 す る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 ま た 、 Ｇ Ｂ 本 体 ２ の 側 壁 に は 、 グ ロ ー ブ パ ネ ル ６ ａ 、 ６ ｂ 、 ６ ｃ （ 以 下 、 こ れ ら を 総 称

し て 、 「 グ ロ ー ブ パ ネ ル ６ 」 と 表 記 す る 。 ） と 、 搬 出 入 ポ ー ト ７ と が 設 け ら れ て い る 。 な

お 、 Ｇ Ｂ 本 体 ２ に 設 け ら れ る グ ロ ー ブ パ ネ ル ６ の 数 は 特 に 限 定 さ れ な い 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 グ ロ ー ブ パ ネ ル ６ は 、 Ｇ Ｂ 本 体 ２ か ら 汚 染 物 質 を 漏 洩 さ せ る こ と な く 、 Ｇ Ｂ 本 体 ２ 内 の

汚 染 物 質 に 対 す る 作 業 を 可 能 に す る も の で あ る 。 具 体 的 に は 、 グ ロ ー ブ パ ネ ル ６ に は 、 厚

み 方 向 に 貫 通 す る 取 付 開 口 ８ （ 図 ２ 参 照 ） が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 取 付 開 口 ８ に は 、

グ ロ ー ブ ポ ー ト １ ０ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 グ ロ ー ブ パ ネ ル ６ に 形 成 さ れ る 取 付 開 口 ８ の

数 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 一 般 的 に は １ つ の グ ロ ー ブ パ ネ ル ６ に 複 数 の 取 付 開 口 ８ が 設 け

ら れ て い る 。 グ ロ ー ブ ポ ー ト １ ０ の 詳 細 は 、 図 ２ 及 び 図 ３ を 参 照 し て 後 述 す る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 搬 出 入 ポ ー ト ７ は 、 Ｇ Ｂ 本 体 ２ か ら 汚 染 物 質 を 漏 洩 さ せ る こ と な く 、 Ｇ Ｂ 本 体 ２ に 物 品

（ 例 え ば 、 汚 染 物 質 、 検 査 装 置 、 後 述 す る 内 側 ボ ッ ク ス ３ ０ な ど ） を 搬 入 し 、 Ｇ Ｂ 本 体 ２

か ら 物 品 を 搬 出 す る た め の ポ ー ト で あ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 図 ２ は 、 グ ロ ー ブ ポ ー ト １ ０ の 分 解 斜 視 図 で あ る 。 図 ３ は 、 グ ロ ー ブ ポ ー ト １ ０ の 組 立

斜 視 図 で あ る 。 グ ロ ー ブ ポ ー ト １ ０ は 、 取 付 開 口 ８ か ら Ｇ Ｂ 本 体 ２ の 内 部 空 間 に 向 け て 延

び る グ ロ ー ブ １ ４ （ 図 １ 参 照 、 図 ２ で は 図 示 省 略 、 図 ３ で は 基 端 部 の み を 図 示 ） を 、 グ ロ

ー ブ パ ネ ル ６ に 固 定 す る も の で あ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 グ ロ ー ブ ポ ー ト １ ０ は 、 取 付 開 口 ８ の 外 縁 を 封 止 す る リ ン

グ 形 状 の ガ ス ケ ッ ト １ １ と 、 筒 体 １ ２ 、 フ ラ ン ジ 部 １ ３ 、 及 び グ ロ ー ブ １ ４ を 有 す る 本 体

部 １ ５ と 、 押 え プ レ ー ト １ ６ 、 １ ７ （ 第 １ 押 え 部 、 第 ２ 押 え 部 ） と 、 複 数 の ボ ル ト １ ８ と

、 キ ャ ッ プ １ ９ と を 主 に 備 え る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 筒 体 １ ２ は 、 円 筒 形 状 の 外 形 を 呈 す る 。 フ ラ ン ジ 部 １ ３ は 、 筒 体 １ ２ の 一 端 （ グ ロ ー ブ

パ ネ ル ６ の 内 面 側 の 端 部 ） か ら 径 方 向 外 側 に 突 出 し 、 且 つ 周 方 向 に 連 続 す る 部 分 で あ る 。

グ ロ ー ブ １ ４ は 、 気 密 リ ン グ １ ４ ａ に よ り 筒 体 １ ２ の 外 面 に 固 定 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 グ ロ ー ブ パ ネ ル ６ の 内 面 側 か ら 筒 体 １ ２ を 取 付 開 口 ８ に 挿 入 す る と 、 フ ラ ン ジ 部 １ ３ が

グ ロ ー ブ パ ネ ル ６ の 内 面 に 当 接 す る 。 そ し て 、 グ ロ ー ブ １ ４ は 、 Ｇ Ｂ 本 体 ２ の 内 部 空 間 に

向 け て 延 び て い る 。 そ の た め 、 グ ロ ー ブ パ ネ ル ６ の 外 面 側 か ら グ ロ ー ブ １ ４ に 手 を 入 れ る

と 、 Ｇ Ｂ 本 体 ２ 内 の 汚 染 物 質 に 対 す る 作 業 が 可 能 に な る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 押 え プ レ ー ト １ ６ 、 １ ７ は 、 円 弧 形 状 （ 半 円 形 状 ） の 外 形 を 呈 す る 平 板 で あ る 。 押 え プ

レ ー ト １ ６ は 、 フ ラ ン ジ 部 １ ３ の 周 方 向 の 一 部 に 対 面 す る 位 置 に お い て 、 グ ロ ー ブ パ ネ ル

６ の 外 面 に 当 接 す る 。 押 え プ レ ー ト １ ７ は 、 フ ラ ン ジ 部 １ ３ の 周 方 向 の 他 の 一 部 に 対 面 す

る 位 置 に お い て 、 グ ロ ー ブ パ ネ ル ６ の 外 面 に 当 接 す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 そ し て 、 フ ラ ン ジ 部 １ ３ 及 び 押 え プ レ ー ト １ ６ 、 １ ７ に 設 け ら れ た ボ ル ト 穴 に ボ ル ト １
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８ を 螺 合 さ せ る こ と に よ っ て 、 本 体 部 １ ５ が グ ロ ー ブ パ ネ ル ６ に 固 定 さ れ る 。 す な わ ち 、

フ ラ ン ジ 部 １ ３ 及 び 押 え プ レ ー ト １ ６ 、 １ ７ に よ っ て 、 グ ロ ー ブ パ ネ ル ６ を 挟 持 す る 。 さ

ら に 、 キ ャ ッ プ １ ９ は 、 リ ン グ 形 状 の 外 形 を 呈 し 、 グ ロ ー ブ パ ネ ル ６ の 外 面 側 に 突 出 す る

筒 体 １ ２ の 端 部 に 取 り 付 け ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 図 ４ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ の 概 略 斜 視 図 で あ る 。 図 ５ は 、 本 実 施 形 態

に 係 る 内 側 ボ ッ ク ス ３ ０ の 概 略 斜 視 図 で あ る 。 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ 及 び 内 側 ボ ッ ク ス ３ ０ は

、 グ ロ ー ブ ポ ー ト １ ０ を 交 換 す る 際 に 使 用 す る グ ロ ー ブ ポ ー ト 交 換 治 具 で あ る 。 外 側 ボ ッ

ク ス ２ ０ 及 び 内 側 ボ ッ ク ス ３ ０ は 、 内 部 空 間 を 有 す る 箱 型 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 図 ４ に 示 す よ う に 、 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ は 、 直 方 体 形 状 の 外 形 を 呈 す る 箱 型 で あ る 。 外 側

ボ ッ ク ス ２ ０ は 、 例 え ば 、 中 空 パ イ プ を 組 み 合 わ せ て 構 成 さ れ る 直 方 体 の 枠 の 内 側 に 、 透

明 酢 酸 シ ー ト を 取 り 付 け て 箱 型 に 構 成 さ れ る 。 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ は 、 主 開 口 ２ １ と 、 ３ つ

の 作 業 用 グ ロ ー ブ ２ ２ 、 ２ ３ 、 ２ ４ と 、 給 気 口 ２ ５ と 、 排 気 口 （ 外 側 排 気 口 ） ２ ６ と 、 排

気 バ ル ブ ２ ７ と 、 取 出 袋 ２ ８ と を 主 に 備 え る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 主 開 口 ２ １ は 、 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ の 側 壁 を 厚 み 方 向 に 貫 通 す る 。 主 開 口 ２ １ は 、 外 側 ボ

ッ ク ス ２ ０ の 内 部 空 間 を 外 部 に 露 出 さ せ る 。 主 開 口 ２ １ の 開 口 面 積 は 、 グ ロ ー ブ ポ ー ト １

０ よ り 大 き い 。 主 開 口 ２ １ で グ ロ ー ブ ポ ー ト １ ０ を 囲 む よ う に 、 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ の 外 壁

を グ ロ ー ブ パ ネ ル ６ の 外 面 に 当 接 さ せ る と 、 グ ロ ー ブ パ ネ ル ６ の 外 面 側 に 位 置 す る グ ロ ー

ブ ポ ー ト １ ０ の 部 分 が 、 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ の 内 部 空 間 に 収 容 さ れ る 。 ま た 、 外 側 ボ ッ ク ス

２ ０ の 前 壁 の 外 面 に は 、 主 開 口 ２ １ を 囲 む よ う に ガ ス ケ ッ ト （ 例 え ば 、 ク ロ ロ プ レ ン ゴ ム

製 ） が 取 り 付 け ら れ て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 作 業 用 グ ロ ー ブ ２ ２ 、 ２ ３ 、 ２ ４ は 、 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ の 側 面 に 取 り 付 け ら れ て 、 外 側

ボ ッ ク ス ２ ０ の 内 部 空 間 に 向 け て 延 び て い る 。 作 業 員 は 、 作 業 用 グ ロ ー ブ ２ ２ 、 ２ ３ 、 ２

４ に 手 を 入 れ る こ と に よ っ て 、 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ 内 の 空 気 を 漏 洩 さ せ る こ と な く 、 外 側 ボ

ッ ク ス ２ ０ の 内 部 空 間 で 作 業 を 行 う こ と が で き る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 作 業 用 グ ロ ー ブ

２ ２ は 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ の 右 面 に 、 作 業 用 グ ロ ー ブ ２ ３ は 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ の 左 面 に 、 作

業 用 グ ロ ー ブ ２ ４ は 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ の 主 開 口 ２ １ に 対 面 す る 面 に 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 給 気 口 ２ ５ は 、 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ の 内 部 空 間 に 外 気 を 供 給 す る 。 排 気 口 ２ ６ は 、 外 側 ボ

ッ ク ス ２ ０ の 内 供 空 間 か ら 空 気 を 排 出 す る 。 ま た 、 排 気 口 ２ ６ に は 、 排 気 す る ポ ン プ （ 図

示 省 略 ） 、 及 び 排 出 す る 空 気 か ら 汚 染 物 質 を 除 去 す る フ ィ ル タ （ 図 示 省 略 ） が 設 け ら れ て

い る 。 排 気 バ ル ブ ２ ７ は 、 排 気 口 ２ ６ を 開 閉 す る 。 す な わ ち 、 主 開 口 ２ １ を 閉 鎖 し た 状 態

で 排 気 バ ル ブ ２ ７ を 開 け る と 、 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ の 内 部 空 間 に は 、 給 気 口 ２ ５ か ら 排 気 口

２ ６ へ の 空 気 流 線 が 形 成 さ れ る 。 一 方 、 主 開 口 ２ １ を 開 放 し た 状 態 で 排 気 バ ル ブ ２ ７ を 閉

じ る と 、 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ の 内 部 空 間 に は 、 給 気 口 ２ ５ か ら 主 開 口 ２ １ へ の 空 気 流 線 が 形

成 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 取 出 袋 ２ ８ は 、 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ の 内 部 空 間 が 汚 染 さ れ て い る か 否 か を 検 査 す る た め に

、 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ の 内 壁 を 払 拭 し た シ ー ト （ 例 え ば 、 紙 、 布 ） を 、 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ 内

の 空 気 を 漏 洩 さ せ る こ と な く 、 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ の 外 部 に 取 り 出 す 部 分 で あ る 。 取 出 袋 ２

８ は 、 例 え ば 、 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ の 外 壁 （ 下 壁 ） か ら 外 方 （ 下 方 ） に 突 出 し 、 且 つ 外 側 ボ

ッ ク ス ２ ０ の 内 部 空 間 に 連 通 す る 袋 状 の 部 分 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 図 ５ に 示 す よ う に 、 内 側 ボ ッ ク ス ３ ０ は 、 直 方 体 形 状 の 外 形 を 呈 す る 箱 型 で あ る 。 内 側

ボ ッ ク ス ３ ０ は 、 例 え ば 、 透 明 ア ク リ ル 板 を 組 み 合 わ せ て 箱 型 に 構 成 さ れ る 。 内 側 ボ ッ ク

ス ３ ０ は 、 主 開 口 ３ １ と 、 排 気 口 （ 内 側 排 気 口 ） ３ ２ と を 主 に 備 え る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】
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　 主 開 口 ３ １ は 、 内 側 ボ ッ ク ス ３ ０ の 前 壁 を 厚 み 方 向 に 貫 通 す る 。 主 開 口 ３ １ は 、 内 側 ボ

ッ ク ス ３ ０ の 内 部 空 間 を 外 部 に 露 出 さ せ る 。 主 開 口 ３ １ の 開 口 面 積 は 、 グ ロ ー ブ ポ ー ト １

０ よ り 大 き い 。 主 開 口 ３ １ で グ ロ ー ブ ポ ー ト １ ０ を 囲 む よ う に 、 内 側 ボ ッ ク ス ３ ０ の 外 壁

を グ ロ ー ブ パ ネ ル ６ の 内 面 に 当 接 さ せ る と 、 グ ロ ー ブ パ ネ ル ６ の 内 面 側 に 位 置 す る グ ロ ー

ブ ポ ー ト １ ０ の 部 分 が 、 内 側 ボ ッ ク ス ３ ０ の 内 部 空 間 に 収 容 さ れ る 。 ま た 、 内 側 ボ ッ ク ス

３ ０ の 前 壁 の 外 面 に は 、 主 開 口 ３ １ を 囲 む よ う に ガ ス ケ ッ ト （ 例 え ば 、 ク ロ ロ プ レ ン ゴ ム

製 ） が 取 り 付 け ら れ て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 排 気 口 ３ ２ は 、 内 側 ボ ッ ク ス ３ ０ の 内 供 空 間 か ら 空 気 を 排 出 す る 。 主 開 口 ３ １ が 開 放 さ

れ る と 、 内 側 ボ ッ ク ス ３ ０ の 内 部 空 間 に は 、 主 開 口 ３ １ か ら 排 気 口 ３ ２ へ の 空 気 流 線 が 形

成 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 次 に 、 図 ６ 及 び 図 ７ を 参 照 し て 、 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ 及 び 内 側 ボ ッ ク ス ３ ０ を 用 い て グ ロ

ー ブ ポ ー ト １ ０ を 交 換 す る 方 法 を 説 明 す る 。 図 ６ は 、 グ ロ ー ブ ポ ー ト 交 換 処 理 の フ ロ ー チ

ャ ー ト で あ る 。 図 ７ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ の 状 態 を 示 す 概 略 斜 視 図 で あ る 。 グ ロ ー ブ ポ ー ト

交 換 処 理 で は 、 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ 及 び 内 側 ボ ッ ク ス ３ ０ を ２ つ ず つ 使 用 す る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 ま ず 、 グ ロ ー ブ ポ ー ト 交 換 処 理 に 先 立 っ て 、 グ リ ー ン ハ ウ ス Ａ 、 Ｂ （ 図 示 省 略 ） を 設 営

す る 。 グ リ ー ン ハ ウ ス Ａ は 、 交 換 す る グ ロ ー ブ ポ ー ト １ ０ の 周 辺 を 覆 う 。 グ リ ー ン ハ ウ ス

Ｂ は 、 グ リ ー ン ハ ウ ス Ａ に 連 通 す る と 共 に 、 外 部 と の 出 入 口 を 形 成 す る 。 さ ら に 、 グ リ ー

ン ハ ウ ス Ｂ か ら グ リ ー ン ハ ウ ス Ａ に 向 か う 空 気 流 線 を 形 成 す る 。 そ し て 、 作 業 員 は 、 グ リ

ー ン ハ ウ ス Ｂ を 通 じ て グ リ ー ン ハ ウ ス Ａ に 進 入 し 、 グ ロ ー ブ ポ ー ト 交 換 処 理 を 実 行 し 、 グ

リ ー ン ハ ウ ス Ｂ で 汚 染 検 査 を 実 施 し た 後 に 外 部 に 退 出 す る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 ま ず 図 ７ に 示 す よ う に 、 作 業 員 は 、 主 開 口 ２ １ が グ ロ ー ブ ポ ー ト １ ０ を 覆 う よ う に 、 グ

ロ ー ブ パ ネ ル ６ の 外 面 に 外 側 ボ ッ ク ス （ 第 １ 外 側 ボ ッ ク ス ） ２ ０ を 取 り 付 け る と 共 に 、 主

開 口 ３ １ が グ ロ ー ブ ポ ー ト １ ０ を 覆 う よ う に 、 グ ロ ー ブ パ ネ ル ６ の 内 面 に 内 側 ボ ッ ク ス （

第 １ 内 側 ボ ッ ク ス ） ３ ０ を 取 り 付 け る （ Ｓ １ １ ） 。 ス テ ッ プ Ｓ １ １ は 、 第 １ 取 付 工 程 の 一

例 で あ る 。 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ は 、 予 め グ リ ー ン ハ ウ ス Ａ に 搬 入 さ れ て い る 。 一 方 、 内 側 ボ

ッ ク ス ３ ０ は 、 搬 出 入 ポ ー ト ７ を 通 じ て Ｇ Ｂ 本 体 ２ の 内 部 に 搬 入 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ で は 、 排 気 バ ル ブ ２ ７ を 開 い た 状 態 で 、 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ を 取 り

付 け る 。 一 方 、 取 付 開 口 ８ は 、 グ ロ ー ブ ポ ー ト １ ０ に よ っ て 閉 止 さ れ て い る 。 そ の た め 、

ス テ ッ プ Ｓ １ １ に お い て 、 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ の 内 部 空 間 に は 、 給 気 口 ２ ５ か ら 排 気 口 ２ ６

に 向 か う 空 気 流 線 が 形 成 さ れ る 。 一 方 、 グ ロ ー ブ パ ネ ル ６ の 外 側 及 び 内 側 の 間 で 空 気 の 流

出 入 は な い 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 次 に 、 作 業 員 は 、 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ 及 び 内 側 ボ ッ ク ス ３ ０ を グ ロ ー ブ パ ネ ル ６ に 取 り 付

け た 後 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ の 本 体 部 １ ５ の 取 り 外 し に 先 立 っ て 、 排 気 バ ル ブ ２ ７ を 閉 じ る 。

そ し て 、 作 業 員 は 、 排 気 バ ル ブ ２ ７ を 開 い た 後 に 、 作 業 用 グ ロ ー ブ ２ ２ ～ ２ ４ を 用 い て 、

グ ロ ー ブ パ ネ ル ６ か ら グ ロ ー ブ ポ ー ト １ ０ を 取 り 外 す （ Ｓ １ ２ ） 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ は 、 ポ

ー ト 取 外 工 程 の 一 例 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 作 業 員 は 、 例 え ば ス テ ッ プ Ｓ １ ２ に お い て 、 キ ャ ッ プ １ ９ を 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ 側 に 取 り

外 す 。 次 に 、 作 業 員 は 、 作 業 用 グ ロ ー ブ ２ ２ で 押 え プ レ ー ト １ ６ を 保 持 し 、 作 業 用 グ ロ ー

ブ ２ ３ で 押 え プ レ ー ト １ ７ を 保 持 し た 状 態 で 、 作 業 用 グ ロ ー ブ ２ ４ で ボ ル ト １ ８ を 外 し て

、 押 え プ レ ー ト １ ６ 、 １ ７ 及 び ボ ル ト １ ８ を 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ 側 に 取 り 外 す 。 さ ら に 、 作

業 員 は 、 ガ ス ケ ッ ト １ １ 及 び 本 体 部 １ ５ を 内 側 ボ ッ ク ス ３ ０ 側 に 取 り 外 す 。 す な わ ち 、 ス

テ ッ プ Ｓ １ ２ の 作 業 は 、 最 低 ２ 人 の 作 業 員 で 行 う 。 ま た 、 ボ ル ト １ ８ を 取 り 外 す た め の 工

具 （ ド ラ イ バ ー ） は 、 予 め 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ の 内 部 空 間 に 収 容 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ３ ７ 】

　 な お 、 ガ ス ケ ッ ト １ １ 及 び 本 体 部 １ ５ を 内 側 ボ ッ ク ス ３ ０ 側 に 取 り 外 す と 、 取 付 開 口 ８

が 開 放 さ れ る 。 こ こ で 、 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ と 内 側 ボ ッ ク ス ３ ０ の 内 部 は 、 グ ロ ー ブ ボ ッ ク

ス １ の 負 圧 に よ り 、 排 気 フ ィ ル タ ５ か ら 空 気 が 吸 引 さ れ て い る 。 ま た 、 排 気 バ ル ブ ２ ７ は

閉 じ た 状 態 で あ る 。 そ の た め 、 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ の 給 気 口 ２ ５ か ら 取 付 開 口 ８ を 通 じ て 内

側 ボ ッ ク ス ３ ０ の 排 気 口 ３ ２ へ 向 か う 空 気 流 線 が 形 成 さ れ る 。 そ の 結 果 、 取 付 開 口 ８ が 開

放 さ れ て も 、 Ｇ Ｂ 本 体 ２ の 内 部 の 汚 染 物 質 が 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ 側 に 漏 洩 す る の を 防 止 で き

る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 次 に 、 作 業 員 は 、 作 業 用 グ ロ ー ブ ２ ２ ～ ２ ４ を 用 い て 、 グ ロ ー ブ パ ネ ル ６ に 閉 止 板 （ 図

示 省 略 ） を 取 り 付 け る こ と に よ っ て 、 取 付 開 口 ８ を 閉 止 す る （ Ｓ １ ３ ） 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ３

は 、 閉 止 工 程 の 一 例 で あ る 。 ま た 、 作 業 員 は 、 グ ロ ー ブ パ ネ ル ６ に 閉 止 板 を 取 り 付 け た 後

に 、 排 気 バ ル ブ ２ ７ を 開 く 。 こ れ に よ り 、 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ の 給 気 口 ２ ５ か ら 排 気 口 ２ ６

へ 向 か う 空 気 流 線 が 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 閉 止 板 は 、 取 付 開 口 ８ の 開 口 面 積 よ り 大 き い 平 板 で あ る 。 閉 止 板 を グ ロ ー ブ パ ネ ル ６ に

取 り 付 け る 具 体 的 な 方 法 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば 粘 着 テ ー プ 等 で 取 付 開 口 ８ の 周 縁

の グ ロ ー ブ パ ネ ル ６ に 貼 付 す れ ば よ い 。 閉 止 板 及 び 閉 止 板 を グ ロ ー ブ パ ネ ル ６ に 取 り 付 け

る 粘 着 テ ー プ は 、 予 め 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ の 内 部 空 間 に 収 容 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ で グ ロ ー ブ ポ ー ト １ ０ を 取 り 外 し た 後 で 且 つ 取 付 開 口 ８ を 閉 止 板 で 閉 止

す る ま で の 間 は 、 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ か ら 内 側 ボ ッ ク ス ３ ０ へ 向 か う 空 気 流 線 が 形 成 さ れ て

い る の で 、 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ の 内 部 空 間 は 汚 染 さ れ て い な い は ず で あ る 。 但 し 、 ガ ス ケ ッ

ト １ １ や 本 体 部 １ ５ は 汚 染 さ れ て お り 、 内 側 ボ ッ ク ス ３ ０ の 内 部 へ の 取 り 外 し に 用 い る 作

業 用 グ ロ ー ブ ２ ２ ～ ２ ４ は 汚 染 し て い る 可 能 性 が あ る の で 、 グ ロ ー ブ ポ ー ト １ ０ の 取 外 し

作 業 中 に 、 汚 染 物 質 が 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ に 漏 洩 す る 可 能 性 が あ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 そ こ で 、 作 業 員 は 、 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ の 内 部 空 間 の 表 面 が 汚 染 さ れ て い る か 否 か を 検 査

す る （ Ｓ １ ４ ） 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ は 、 第 １ 検 査 工 程 の 一 例 で あ る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ に お け

る 汚 染 検 査 の 具 体 的 な 方 法 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば 「 ス ミ ヤ 法 」 を 用 い る こ と が で

き る 。 後 述 す る ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ も 同 様 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 作 業 員 は 、 例 え ば 、 作 業 用 グ ロ ー ブ ２ ２ ～ ２ ４ を 用 い て 、 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ の 内 壁 を シ

ー ト （ 図 示 省 略 ） で 払 拭 す る 。 シ ー ト は 、 予 め 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ の 内 部 空 間 に 収 容 さ れ て

い る 。 次 に 、 作 業 員 は 、 内 壁 を 払 拭 し た シ ー ト を 取 出 袋 ２ ８ に 収 容 す る 。 次 に 、 作 業 員 は

、 シ ー ト の 位 置 よ り 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ の 内 部 空 間 に 近 い 側 で 、 取 出 袋 ２ ８ を 外 側 か ら 閉 塞

（ 例 え ば 、 溶 着 ） す る 。 そ し て 、 作 業 員 は 、 閉 塞 部 分 に お い て 、 取 出 袋 ２ ８ を 切 り 離 す 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 こ れ に よ り 、 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ 内 の 空 気 を 漏 洩 さ せ る こ と な く 、 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ か ら

シ ー ト を 取 り 出 す こ と が で き る 。 次 に 、 作 業 員 は 、 取 出 袋 ２ ８ を 通 じ て 取 り 出 し た シ ー ト

が 汚 染 さ れ て い る か 否 か を 、 周 知 の 方 法 で 検 査 す る 。 そ し て 、 作 業 員 は 、 シ ー ト が 汚 染 さ

れ て い な い 場 合 に （ Ｓ １ ４ ： Ｎ ｏ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ 以 降 の 処 理 に 進 む 。 一 方 、 作 業 員 は

、 シ ー ト が 汚 染 さ れ て い る 場 合 に （ Ｓ １ ４ ： Ｙ ｅ ｓ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ 以 降 の 処 理 を 実 行

す る こ と な く 、 除 染 処 理 （ Ｓ １ ５ ） な ど を 実 行 し て 再 び 汚 染 検 査 （ Ｓ １ ４ ） を 実 行 す る 。

そ し て 、 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ 内 部 空 間 の 表 面 に 汚 染 が な い 状 態 に な っ て か ら （ Ｓ １ ４ ： Ｙ ｅ

ｓ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ 以 降 の 処 理 に 進 む 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 次 に 、 作 業 員 は 、 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ の 内 部 空 間 の 表 面 が 汚 染 さ れ て い な い 場 合 に （ Ｓ １

４ ： Ｎ ｏ ） 、 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ 及 び 内 側 ボ ッ ク ス ３ ０ を グ ロ ー ブ パ ネ ル ６ か ら 取 り 外 す （

Ｓ １ ６ ） 。 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ は 、 グ リ ー ン ハ ウ ス Ａ の 内 部 に 一 時 的 に 置 か れ る 。 内 側 ボ ッ
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ク ス ３ ０ は 、 グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス １ の 内 部 に 一 時 的 に 置 か れ る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ は 、 第 １ 取

外 工 程 の 一 例 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 次 に 、 作 業 員 は 、 主 開 口 ２ １ が 取 付 開 口 ８ を 覆 う よ う に 、 グ ロ ー ブ パ ネ ル ６ の 外 面 に 新

た な 外 側 ボ ッ ク ス （ 第 ２ 外 側 ボ ッ ク ス ） ２ ０ を 取 り 付 け る と 共 に 、 主 開 口 ３ １ が 取 付 開 口

８ を 覆 う よ う に 、 グ ロ ー ブ パ ネ ル ６ の 内 面 に 新 た な 内 側 ボ ッ ク ス （ 第 ２ 内 側 ボ ッ ク ス ） ３

０ を 取 り 付 け る （ Ｓ １ ７ ） 。 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ 及 び 内 側 ボ ッ ク ス ３ ０ の 構 成 及 び 取 付 方 法

は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ と ス テ ッ プ Ｓ １ ７ と で 同 じ で あ る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ７ は 、 第 ２ 取 付 工 程

の 一 例 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 な お 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ７ で は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ と 同 様 に 、 排 気 バ ル ブ ２ ７ を 開 い た 状 態 で

、 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ を グ ロ ー ブ パ ネ ル ６ に 取 り 付 け る 。 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ７ で 取 り 付 け

ら れ る 内 側 ボ ッ ク ス ３ ０ は 、 主 開 口 ３ １ が 閉 止 板 （ 図 示 省 略 ） な ど で 閉 鎖 さ れ た 状 態 で Ｇ

Ｂ 本 体 ２ 内 に 搬 入 さ れ 、 グ ロ ー ブ パ ネ ル ６ に 取 り 付 け ら れ る 直 前 に 閉 止 板 が 取 り 外 さ れ る

。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 次 に 、 作 業 員 は 、 排 気 バ ル ブ ２ ７ を 閉 じ る 。 次 に 、 作 業 員 は 、 作 業 用 グ ロ ー ブ ２ ２ ～ ２

４ を 用 い て 、 グ ロ ー ブ パ ネ ル ６ に 取 り 付 け ら れ た 閉 止 板 を 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ 側 に 取 り 外 す

（ Ｓ １ ８ ） 。 こ れ に よ り 、 取 付 開 口 ８ が 開 放 さ れ る 。 そ の 結 果 、 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ の 給 気

口 ２ ５ か ら 取 付 開 口 ８ を 通 じ て 内 側 ボ ッ ク ス ３ ０ の 排 気 口 ３ ２ へ 向 か う 空 気 流 線 が 形 成 さ

れ る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ８ は 、 開 放 工 程 の 一 例 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 次 に 、 作 業 員 は 、 作 業 用 グ ロ ー ブ ２ ２ ～ ２ ４ を 用 い て 、 新 た な グ ロ ー ブ ポ ー ト １ ０ を 取

付 開 口 ８ に 取 り 付 け る （ Ｓ １ ９ ） 。 ま た 、 作 業 員 は 、 新 た な グ ロ ー ブ ポ ー ト １ ０ を 取 付 開

口 ８ に 取 り 付 け た 後 に 、 排 気 バ ル ブ ２ ７ を 開 く 。 新 た な グ ロ ー ブ ポ ー ト １ ０ の 構 成 部 品 の

う ち 、 ガ ス ケ ッ ト １ １ 及 び 本 体 部 １ ５ は 予 め 内 側 ボ ッ ク ス ３ ０ の 内 部 空 間 に 収 容 さ れ 、 押

え プ レ ー ト １ ６ 、 １ ７ 、 ボ ル ト １ ８ 、 キ ャ ッ プ １ ９ 、 及 び ボ ル ト １ ８ を 取 り 付 け る た め の

工 具 （ ド ラ イ バ ） は 予 め 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ の 内 部 空 間 に 収 容 さ れ て い る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ９

は 、 ポ ー ト 取 付 工 程 の 一 例 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 作 業 員 は 、 例 え ば 、 内 側 ボ ッ ク ス ３ ０ に 収 容 さ れ た ガ ス ケ ッ ト １ １ を 取 付 開 口 ８ の 周 縁

部 に 取 り 付 け 、 内 側 ボ ッ ク ス ３ ０ に 収 容 さ れ た 本 体 部 １ ５ の 筒 体 １ ２ を 取 付 開 口 ８ （ よ り

詳 細 に は 、 ガ ス ケ ッ ト １ １ ） に 挿 入 す る 。 次 に 、 作 業 員 は 、 作 業 用 グ ロ ー ブ ２ ２ で 押 え プ

レ ー ト １ ６ を 保 持 し 、 作 業 用 グ ロ ー ブ ２ ３ で 押 え プ レ ー ト １ ７ を 保 持 し た 状 態 で 、 作 業 用

グ ロ ー ブ ２ ４ で ボ ル ト １ ８ を 取 り 付 け て 、 押 え プ レ ー ト １ ６ 、 １ ７ 及 び ボ ル ト １ ８ を グ ロ

ー ブ パ ネ ル ６ に 取 り 付 け る 。 さ ら に 、 作 業 員 は 、 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ に 収 容 さ れ た キ ャ ッ プ

１ ９ を 、 筒 体 １ ２ の 先 端 に 取 り 付 け る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 次 に 、 作 業 員 は 、 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ の 内 部 空 間 の 表 面 が 汚 染 さ れ て い る か 否 か を 検 査 す

る （ Ｓ ２ ０ ） 。 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ は 、 第 ２ 検 査 工 程 の 一 例 で あ っ て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ と 共 通

す る 。 そ し て 、 作 業 員 は 、 シ ー ト が 汚 染 さ れ て い な い 場 合 に （ Ｓ ２ ０ ： Ｎ ｏ ） 、 ス テ ッ プ

Ｓ ２ ２ 以 降 の 処 理 に 進 む 。 一 方 、 作 業 員 は 、 シ ー ト が 汚 染 さ れ て い る 場 合 に （ Ｓ ２ ０ ： Ｙ

ｅ ｓ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ 以 降 の 処 理 を 実 行 す る こ と な く 、 除 染 処 理 （ Ｓ ２ １ ） な ど を 実 行

し て 再 び 汚 染 検 査 （ Ｓ ２ ０ ） を 実 行 す る 。 そ し て 、 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ 内 部 空 間 の 表 面 に 汚

染 が な い 状 態 に な っ て か ら （ Ｓ ２ ０ ： Ｙ ｅ ｓ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ 以 降 の 処 理 に 進 む 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 そ し て 、 作 業 員 は 、 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ の 内 部 空 間 の 表 面 が 汚 染 さ れ て い な い 場 合 に （ Ｓ

２ ０ ： Ｎ ｏ ） 、 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ 及 び 内 側 ボ ッ ク ス ３ ０ を グ ロ ー ブ パ ネ ル ６ か ら 取 り 外 す

（ Ｓ ２ ２ ） 。 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ は 、 第 ２ 取 外 工 程 の 一 例 で あ っ て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ と 共 通 す

る 。 そ し て 、 作 業 員 は 、 グ リ ー ン ハ ウ ス Ｂ で 汚 染 の 有 無 を 検 査 し た 後 で グ リ ー ン ハ ウ ス Ｂ
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か ら 退 出 し 、 グ リ ー ン ハ ウ ス Ａ 、 Ｂ を 撤 去 す る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 上 記 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 例 え ば 以 下 の 作 用 効 果 を 奏 す る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 上 記 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 グ ロ ー ブ パ ネ ル ６ に 取 り 付 け ら れ た 複 数 の グ ロ ー ブ ポ ー ト １

０ の う ち の 一 部 を 、 選 択 的 に 交 換 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 グ ロ ー ブ パ ネ ル ６ 全 体

を 交 換 す る 作 業 と 比 較 し て 、 短 時 間 且 つ 低 コ ス ト で グ ロ ー ブ ポ ー ト １ ０ を 交 換 す る こ と が

可 能 と な る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 ま た 、 上 記 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 排 気 バ ル ブ ２ ７ の 操 作 に よ っ て 、 給 気 口 ２ ５ か ら 排 気

口 ２ ６ に 向 か う 空 気 流 線 （ 取 付 開 口 ８ の 閉 止 時 ） と 、 給 気 口 ２ ５ か ら 取 付 開 口 ８ を 通 じ て

排 気 口 ３ ２ に 向 か う 空 気 流 線 （ 取 付 開 口 ８ の 開 放 時 ） と を 、 適 切 に 切 り 替 え る こ と が で き

る 。 そ の 結 果 、 Ｇ Ｂ 本 体 ２ 内 の 汚 染 物 質 を 漏 洩 さ せ る こ と な く 、 グ ロ ー ブ ポ ー ト １ ０ を 交

換 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 ま た 、 上 記 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 グ ロ ー ブ パ ネ ル ６ か ら 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ を 取 り 外 す 前

に 汚 染 検 査 を 実 施 す る の で 、 万 一 、 Ｇ Ｂ 本 体 ２ か ら 外 側 ボ ッ ク ス ２ ０ に 汚 染 物 質 が 漏 洩 し

た 場 合 で も 、 こ の 汚 染 物 質 が グ リ ー ン ハ ウ ス Ａ に 漏 れ る こ と を 防 止 で き る 。 ま た 、 外 側 ボ

ッ ク ス ２ ０ の 内 壁 を 払 拭 し た シ ー ト を 取 出 袋 ２ ８ を 用 い て 取 り 出 す こ と に よ り 、 汚 染 検 査

の 作 業 を 簡 素 化 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 ま た 、 上 記 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ３ つ の 作 業 用 グ ロ ー ブ ２ ２ ～ ２ ４ を 用 い て 、 グ ロ ー ブ

ポ ー ト １ ０ の 取 外 し （ Ｓ １ ２ ） 及 び 取 付 け （ Ｓ １ ９ ） を 実 行 す る の で 、 着 脱 作 業 を 効 率 的

に 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 等 に つ い て 説 明 し た が 、 実 施 例 で の 条 件 は 、 本 発 明 の 実 施 可 能

性 及 び 効 果 を 確 認 す る た め に 採 用 し た 一 条 件 例 で あ り 、 本 発 明 は 、 こ の 一 条 件 例 に 限 定 さ

れ る も の で は な い 。 本 発 明 は 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 せ ず 、 本 発 明 の 目 的 を 達 成 す る 限 り に

お い て 、 種 々 の 条 件 を 採 用 し 得 る も の で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ５ ８ 】

１ … グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス 、 ２ … Ｇ Ｂ 本 体 、 ３ … 土 台 、 ４ … 吸 気 フ ィ ル タ 、 ５ … 排 気 フ ィ ル タ

、 ６ ａ ， ６ ｂ ， ６ ｃ … グ ロ ー ブ パ ネ ル 、 ７ … 搬 出 入 ポ ー ト 、 ８ … 取 付 開 口 、 １ ０ … グ ロ ー

ブ ポ ー ト 、 １ １ … ガ ス ケ ッ ト 、 １ ２ … 筒 体 、 １ ３ … フ ラ ン ジ 部 、 １ ４ … グ ロ ー ブ 、 １ ４ ａ

… 気 密 リ ン グ 、 １ ５ … 本 体 部 、 １ ６ ， １ ７ … 押 え プ レ ー ト （ 第 １ 押 え 部 、 第 ２ 押 え 部 ） 、

１ ８ … ボ ル ト 、 １ ９ … キ ャ ッ プ 、 ２ ０ … 外 側 ボ ッ ク ス 、 ２ １ ， ３ １ … 主 開 口 、 ２ ２ ， ２ ３

， ２ ４ … 作 業 用 グ ロ ー ブ 、 ２ ５ … 給 気 口 、 ２ ６ … 排 気 口 （ 外 側 排 気 口 ） 、 ２ ７ … 排 気 バ ル

ブ 、 ２ ８ … 取 出 袋 、 ３ ０ … 内 側 ボ ッ ク ス 、 ３ ２ … 排 気 口 （ 内 側 排 気 口 ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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